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こんなことが決まりました
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農業委員の任命に同意農業委員の任命に同意

法改正に伴う

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら
30
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

委
員
長
報
告
、
組
合
議
員
報
告
、
議
長
報
告
、
行
政
報
告
、
監
査
報
告
の
後
、

一
般
質
問
（
４
名
５
件
）
が
行
わ
れ
た
。
村
長
提
出
議
案
は
、
報
告
４
件
、
条

例
制
定
等
２
件
、
補
正
予
算
３
件
、
人
事
案
件
11
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
し

可
決
し
た
。

●
議
会
の
委
任
に
よ
る
専

　

決
処
分

・
道
路
（
殿
小
川
１
号

線
）
の
管
理
の
瑕か

疵し

に

よ
る
損
害
賠
償
額
の
決

定
・
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
る
、
日
切
れ
扱
い
の

法
改
正
に
伴
う
税
条
例

の
改
正

●
繰
越
明
許
費
の
決
定

　

平
成
28
年
度
か
ら
29
年

度
に
繰
り
越
し
す
る
事

業
と
額
の
決
定
。
主
な

繰
り
越
し
事
業
は
次
の

と
お
り
。

（
一
般
会
計
）

・
大
桑
橋
整
備
事
業

 

２
億
９
４
７
万
円

・
村
道
大
島
線
・
大
島
中

　

央
線
改
良
事
業

 

１
４
３
１
万
円

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
）

・
右
岸
道
路
整
備
に
伴
う

下
水
道
管
移
設
事
業

 

１
１
９
２
万
円

●
工
場
立
地
法
地
域
準
則

条
例
制
定

　

村
内
製
造
業
の
活
性
化

報　
　

告

条　
　

例

の
た
め
、
敷
地
面
積
に

対
す
る
緑
地
及
び
環
境

施
設
面
積
割
合
を
緩
和

す
る
条
例

●
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
の
改
正

に
伴
う
も
の
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
再

任
。
農
業
委
員
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
る
新
た
な
任
命
。

い
ず
れ
も
、
全
会
一
致
で
同
意
。

人　
　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

任
期　

平
成
29
年
６
月
22
日
か
ら
３
年

細

田

正

男

大　

島

農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

任
期　

平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
３
年

瓜

尾
　

豊

野
尻
新
田

羽
根
田　
　
　

博

長
野
東

前

野

文

昭

野
尻
上
町
下

宮

森

幸

男

和　

村

東

野

幸

夫

下　

条

原
　

洋

司

野
尻
新
田

古

瀬

好

昭

殿　

中

木
戸
口　
　
　

茂

野
尻
下
在

中

川
　

進

長
野
中

小　

島　

佳
代
子

和　

村

消防団ポンプ操法大会（６月３日）消防団ポンプ操法大会（６月３日）

６　月６　月
定例会定例会

訂
正
と
お
詫
び

議
会
だ
よ
り
１
４
８
号
６
ペ
ー
ジ
（
指
定
管
理
者
の
指

定
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し

ま
す
。

（
正
）
下
起
享
古　

（
誤
）
下
起
享
子
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阿
寺
渓
谷
あ
り
方

検
討
委
員
会
設
置

■Ｑ
設
置
の
目
的
と
委
員

の
人
数
は
。

■Ａ
課
題
が
山
積
す
る
阿

寺
渓
谷
の
あ
り
方
や
、
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
広
く

村
民
の
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
。
委

員
の
人
数
は
20
人
程
度
と

し
た
い
。

■Ｑ
阿
寺
渓
谷
管
理
運
営

協
議
会
と
の
違
い
は
。

■Ａ
管
理
運
営
協
議
会

は
、
関
係
機
関
や
団
体
の

代
表
で
構
成
さ
れ
整
備
・

管
理
を
目
的
と
し
設
置
。

あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、

広
く
村
民
か
ら
意
見
を
聞

き
、
村
長
へ
の
提
言
も
行

う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

あ
り
方
検
討
委
員
会
に

は
、
管
理
運
営
協
議
会
の

方
々
に
も
加
わ
っ
て
頂
く

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

■Ｑ
大
型
バ
ス
乗
り
入
れ

規
制
、
入
場
料
徴
取
等
の

課
題
に
対
す
る
対
応
策
も

決
め
る
の
か
。

■Ａ
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
提
言
を
受
け
て
、
対
応

策
は
行
政
が
決
め
る
。

■Ｑ
夏
場
の
状
況
を
考
え

る
と
、
対
策
を
先
延
ば
し

せ
ず
、
明
確
な
方
向
性
を

早
急
に
出
す
べ
き
だ
が
。

■Ａ
今
年
度
末
に
は
、
提

言
を
受
け
、
対
策
を
ま
と

め
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策

■Ｑ
捕
獲
し
た
場
合
、
ど

こ
に
放
す
の
か
。

■Ａ
で
き
る
だ
け
人
里
離

れ
た
奧
山
に
放
す
よ
う
に

し
て
い
る
。

■Ｑ
発
信
機
を
付
け
て
、

検
討
委
員
会
の
提
言
受
け

検
討
委
員
会
の
提
言
受
け

阿
寺
渓
谷
の
対
策
ま
と
め
る

阿
寺
渓
谷
の
対
策
ま
と
め
る

ク
マ
の
動
向
を
把
握
す
る

な
ど
、
事
前
の
対
策
は
で

き
な
い
か
。

■Ａ
県
の
事
業
で
発
信
機

を
付
け
て
お
り
、
村
で
勝

手
に
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
又
、
全
部
に
付
け

る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

そ
ば
用コン

バ
イ
ン
購
入

■Ｑ
購
入
理
由
は
。

■Ａ
村
内
で
そ
ば
を
扱
う

店
舗
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、

村
外
か
ら
仕
入
れ
て
い

る
。
機
械
を
導
入
す
る
こ

と
で
刈
取
り
の
作
業
能
率

を
上
げ
て
、
作
付
を
増
や

し
、
地
産
地
消
を
進
め
た

い
。

■Ｑ
現
在
の
そ
ば
耕
作
地

面
積
は
。
又
、
作
付
け
面

積
は
増
え
て
い
る
か
。

■Ａ
平
成
28
年
度
０
・
96

ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
が
、

今
年
度
、
約
２
倍
の
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
希
望
が
あ

る
。庁

舎
建
設
基
金　

　

■Ｑ
今
回
の
補
正
予
算
で

８
千
万
円
を
積
み
立
て
る

と
、
基
金
残
高
が
目
標
と

し
て
い
る
10
億
円
を
超
え

る
、
積
立
目
標
額
は
。

■Ａ
国
の
財
政
が
不
安
定

で
あ
り
、
計
画
通
り
の
補

助
金
や
起
債
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
想
定
し
、
財

政
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
着

工
ま
で
の
３
年
間
で
基
金

を
増
額
し
て
行
き
た
い
。

■Ｑ
年
間
、
１
億
円
以
上

と
い
う
金
額
を
捻
出
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
、
村
民
の
福
祉
や
環
境

整
備
な
ど
に
制
約
が
伴
う
。

福
祉
が
削
ら
れ
て
い
く
と

の
疑
念
が
生
ま
れ
、
庁
舎

建
設
に
対
す
る
理
解
や
協

力
が
得
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

今
後
の
基
金
積
立
に
対
す

る
考
え
は
。

■Ａ
村
民
の
福
祉
や
生
活

環
境
の
整
備
な
ど
必
要
な

事
業
は
進
め
る
。
剰
余
金

が
出
た
場
合
に
、
庁
舎
建

設
基
金
に
積
ん
で
い
く
と

い
う
考
え
方
は
、
基
金
を

設
立
し
た
と
き
か
ら
変
わ

り
は
な
い
。

（単位：万円）会計別補正状況　
会　　計 補正額 補正後の

予算額 主　な　内　容

一 般 会 計 △ 7,929 375,571 

庁舎建設基金積立追加 8,000

そば用コンバイン購入 426

阿寺渓谷あり方検討委員報酬 29

国庫補助道路新設改良事業
（国庫補助減額による大桑橋、大島線事業縮小）△ 15,009

村営水道事業
特 別 会 計 2,142 25,312 統合簡易水道事業追加 1,134

国 民 健 康
保 険 事 業
特 別 会 計

665 43,063 後期高齢者支援金追加 652

補 正補 正
予 算予 算
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総  務  社  会総  務  社  会
常 任 委 員 会常 任 委 員 会

６月６日開催６月６日開催

高
齢
者
の
外
出
支
援
課
題

▼
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付

　

要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
利
用
が
増
え

た
結
果
、
主
旨
と
異
な
る

利
用
が
増
え
た
た
め
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
趣
旨
を
理

解
し
運
用
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
改
正
。

事
前
説
明
な
く
不
安
の
声

　

住
民
生
活
に
直
接
関
係

の
あ
る
事
案
で
あ
る
が
、

議
会
に
事
前
の
説
明
が
無

く
、
交
付
対
象
者
か
ら
外

れ
た
住
民
か
ら
不
安
の
声

や
事
前
の
説
明
を
求
め
る

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

要
綱
を
改
正
し
た
理
由

所　

感

の
た
め
、
説
明
経
過
を
求

め
た
も
の
で
あ
る
。
告
知

期
間
や
事
前
の
説
明
が
無

く
改
正
し
た
こ
と
は
、
住

民
に
不
安
を
与
え
る
結

果
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

個
々
に
説
明
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

相
談
体
制
を
整
え
対
応
す

る
よ
う
求
め
た
。
又
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
地
域
交

通
の
検
討
を
踏
ま
え
調
査

研
究
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

▼
村
公
用
自
動
車
貸
出
し

　

基
準
に
つ
い
て

　

村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

使
用
中
に
起
き
た
、
事
故

対
応
が
問
題
と
な
る
事
例

が
発
生
。
そ
の
た
め
貸
出

基
準
の
変
更
理
由

村有林視察（薬師村有林）村有林視察（薬師村有林）

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
基
準
変
更

●
村
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
貸
出
基
準
明
確
化

●
村
有
林
視
察
（
薬
師
・
増
ヶ
沢
）

第34回大桑村議会構成（後期）
（任期：Ｈ29．５．２～Ｈ31．４．29）

議　長　　岩佐孝和　　　副議長　　瓜尾美佐子

木曽広域連合議会議員／木戸勘一・鈴木　武・岩佐孝和
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員／細田光一
監査委員／水野　進

し
基
準
を
明
確
に
し
、
使

用
区
間
も
中
津
川
市
を
含

む
郡
内
と
し
た
。

活
動
に
支
障
な
い
か
調
査

　

公
用
車
の
貸
出
し
基
準

の
厳
格
化
は
必
要
で
あ
る

が
、
郡
外
使
用
が
不
可
と

な
る
た
め
、
今
ま
で
の
利

用
団
体
の
活
動
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
も

調
査
に
努
め
る
。

▼
村
有
林
視
察

　

薬
師
村
有
林
、
増
ヶ
沢

村
有
林
の
状
況
を
現
地
で

確
認
し
た
。

　

間
伐
等
し
て
あ
る
場
所

も
あ
る
が
、
手
入
れ
の
必

所　

感

所　

感

要
箇
所
も
多
い
。
新
庁
舎

の
用
材
利
用
の
計
画
も
あ

る
。
他
の
村
有
林
も
含
め
、

状
況
を
適
時
調
査
し
て
い

く
。

 

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

特　別
委員会

議会報編集特別委員会 庁舎建設特別委員会
◎木　戸　勘　一
〇瓜　尾　美佐子
沼　　　友　行
水　野　　　進
大　前　今朝男

◎下　起　幸　一
〇古　畑　昌　夫
沼　　　友　行
木　戸　勘　一
水　野　　　進
細　田　光　一
鈴　木　　　武
大　前　今朝男
瓜　尾　美佐子

常　任
委員会

 総務社会常任委員会 経済建設常任委員会
◎鈴　木　　　武
〇大　前　今朝男
沼　　　友　行
下　起　幸　一
水　野　　　進
細　田　光　一
瓜　尾　美佐子

◎沼　　　友　行
〇下　起　幸　一
木　戸　勘　一
細　田　光　一
古　畑　昌　夫
鈴　木　　　武
大　前　今朝男

議会運営
委員会

◎古　畑　昌　夫
〇鈴　木　　　武
沼　　　友　行
大　前　今朝男
　瓜　尾　美佐子 

◎委員長
〇副委員長
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▼
４
月
１
日
付
で
役
場
の

組
織
替
え
が
あ
り
、
庁
舎

建
設
の
担
当
が
庁
舎
建
設

準
備
室
か
ら
総
務
課
・
庁

舎
建
設
係
と
な
っ
た
。

▼
事
業
費
と
財
源

　

基
本
設
計
に
お
け
る
全

体
事
業
費
は
、
約
17
億
円

と
な
っ
た
。
延
べ
床
面
積

は
３
４
３
０
㎡
、
本
体
建

築
工
事
の
建
築
単
価
は
38

万
円
。
事
業
費
と
財
源
計

画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以

下
の
と
お
り
。

　

公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
は
、
熊
本
地

震
以
降
、
庁
舎
の
耐
震
化

に
対
す
る
財
政
支
援
と
し

て
借
入
対
象
事
業
費
の
２

庁舎建設特別庁舎建設特別
委     員     会委     員     会

５月19日開催５月19日開催

割
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

▼
基
本
設
計
に
つ
い
て

　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
椅
子

机
等
の
収
納
場
所
等
、
再

度
検
討
の
要
望
が
出
さ
れ

た
。
設
計
士
に
相
談
、
意

見
を
聞
き
検
討
委
員
会
で

協
議
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
。

　

地
元
産
木
材
利
用
に
つ

い
て
は
ヒ
ノ
キ
材
で
１
８

０
㎥
を
計
画
。
村
有
林
の

調
査
を
し
て
活
用
を
検
討

す
る
。

 

（
報
告
者　

下
起
幸
一
）

平
成
平
成
32
年
度
着
工
目
指
す

全
体
事
業
費

全
体
事
業
費
1717
億
円
億
円

事業内容 事業費 計
　
　
特定財源 一般財源

本体建築工事 1,177,220

1,585,984

　
過疎対策事業債
463,000 

公共施設等適正
推進事業債
588,300 

534,684 
倉庫・車庫他工事 130,587
外構付帯工事 141,013
校舎・体育館解体 62,164
実施設計・設計監理 75,000
地質調査 3,078 3,078 0 3,078 
基本設計 12,312 12,312 0 12,312 
村有林材調達 50,000 50,000 0 50,000 
備品購入 50,000 50,000 0 50,000 

計 1,701,374 1,701,374 1,051,300 650,074
延床面積（㎡） 3,430 　 　 　
建築工事（単価 /㎡） 381 　 　 　

（単位：千円）事業費（基本設計）と財源計画

スケジュール

＊基本設計は、本体建築工事、倉庫・車庫他工事、外構付帯工事について実施

年　度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

計　画 基本構想

設　計

施　工

その他

基本設計

アクセス道路改良（用地・設計・施工）

村有林調査 村有林材　伐採→製材

地質調査
新庁舎建設工事

周辺整備 /旧校舎撤去 等

設備計画・移転 /備品調達

起債 /補助金 /条例整備

実施設計

施設撤去基本計画 跡地・跡施設　利活用検討

移
　
転

建
設
に
向
け
本
格
始
動

基
本
設
計
に
つ
い
て
協
議
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長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
適
正
活
用
及
び
活
用
事

業
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
発
議

提
出
議
員　

古
畑　

昌
夫

賛
成
者　

鈴
木　
　

武

          

沼　
　

友
行

　

平
成
20
年
に
導
入
さ
れ

た
「
長
野
県
森
林
づ
く
り

県
民
税
」（
森
林
税
）
は
、

大
桑
村
で
も
間
伐
な
ど
の

造
林
事
業
や
病
害
虫
対
策

事
業
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
計
画
面
積
等

の
事
業
採
択
要
件
に
よ
る

制
約
が
あ
る
た
め
十
分
活

用
さ
れ
ず
、
基
金
残
高
が

増
加
傾
向
に
あ
る
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
不
適
切
な
支
出
事

例
が
あ
り
、
県
民
の
信
頼

を
回
復
し
、
適
正
な
活
用

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次
の

事
項
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
発
議
を
６
月
定
例
会

に
提
出
。
本
会
議
で
討
論

し
全
会
一
致
で
採
択
。
長

野
県
知
事
に
意
見
書
を
送

付
し
た
。

①
森
林
税
の
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

森
林
税
活
用
事
業
の
採

択
要
件
緩
和
を
検
討
す

る
な
ど
、
森
林
税
の
有

効
活
用
を
図
り
、
適
正

な
活
用
に
努
め
る
こ
と
。

②
森
林
税
を
継
続
す
る
に

当
た
っ
て
は
森
林
づ
く

り
の
意
義
を
広
く
県
民

に
周
知
し
、
山
村
や
中

山
間
地
域
の
活
力
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
。

全
会
一
致
で
採
択　

意
見
書
を
長
野
県
知
事
に
送
付

木曽広域連合議会報告　第２回定例会（5月30日開催）

条例改正 議会の議員の議員報酬並びに特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費
用弁償に関する条例改正 可決

補正予算 平成29年度木曽広域連合一般会計補正予算（第１号）
平成29年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

報　　告 平成28年度木曽広域連合一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

人　　事 監査委員の選任
大桑村　鈴木　武（任期　平成29年５月30日～平成31年５月26日） 同意

▶平成29年度木曽広域連合一般会計補正予算（第１号）
　　　補正額　669万3,000円増　　　補正後の予算総額　48億8,754万2,000円
▶平成29年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号）
　　　補正額　  25万8,000円減　　　補正後の予算総額　43億2,430万1,000円

▼
全
員
協
議
会

　

５
月
30
日
開
催

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化

実
施
検
討
は
慎
重
要
す

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
光
化
）
事

業
は
、
４
Ｋ
・
８
Ｋ
を
活

用
し
た
次
世
代
放
送
・
通

信
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
、
条
件
不
利
地
域
に
お

け
る
受
信
環
境
確
保
、
災

害
時
の
確
実
か
つ
安
定
的

な
情
報
伝
達
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
の
光
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

　

現
在
の
木
曽
広
域
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
国
内
同

軸
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の

減
少
で
将
来
、
ケ
ー
ブ
ル

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、

光
化
を
し
な
い
と
郡
内
の

テ
レ
ビ
放
送
が
放
映
で
き

な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

新
炉
建
設
事
業
費
よ
り

も
大
き
な
予
算
を
伴
う
事

業
で
あ
る
た
め
、
国
の
補

助
金
や
町
村
の
財
政
状
況

も
考
え
、
実
施
す
る
か
ど

う
か
は
今
後
検
討
を
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（

報
告
者　

木
戸
勘
一
）

新炉建設状況　７月７日新炉建設状況　７月７日

発　

議
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に
つ
い
て
誤
解
や
不
信
を

招
き
か
ね
な
い
記
述
が
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
議
会
の

全
員
協
議
会
や
自
由
討
議

も
行
っ
て
、
慎
重
に
審
議

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
チ

ラ
シ
に
は
、
議
会
や
そ
の

他
の
会
議
、
研
修
な
ど
議

員
が
出
た
日
数
は
年
間
20

日
、「
日
当
に
換
算
す
る

と
12
万
円
」
と
し
、
議
員

報
酬
が
不
当
に
高
額
で
あ

る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
地

村
政
を
問
う

議
員
４
人
が

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は40分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分以内です。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
13
日
に
４
名
5
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

質 一
問 般

一般質問とは

方
議
員
は
、
法
律
や
条
例

に
定
め
ら
れ
た
非
常
勤
の

「
特
別
職
」
で
あ
り
、
予

算
や
条
例
の
議
決
だ
け
で

な
く
、
日
常
的
に
住
民
の

声
を
把
握
し
、
行
政
に
反

映
さ
せ
る
権
限
と
責
任
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ

シ
に
は
、｢

議
長
が
議
員

の
発
言
を
制
限
し
た｣

な

ど
の
記
述
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
般
質
問
や
議
案
に

対
す
る
質
疑
は
、
会
議
規

則
な
ど
に
規
定
さ
れ
た

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
発
言

を
求
め
る
の
は
当
然
で
す
。

こ
れ
ら
の
記
述
に
つ
い
て
、

本
人
が
一
部
誤
り
を
認

め
「
訂
正
す
る
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
訂
正
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
住

民
監
査
請
求
に
関
し
て
、

「
監
査
委
員
に
虚
偽
の
報

告
を
し
た
」
な
ど
、
根
拠

の
な
い
記
述
も
あ
り
ま
し

た
。

村
民
の
代
表
と
し
て

倫
理
性
を
自
覚

　

議
会
基
本
条
例
は
、
平

成
23
年
３
月
９
日
に
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
同
条
例
は
、

議
会
が
住
民
福
祉
の
向
上

と
地
方
自
治
の
発
展
の
た

め
に
建
設
的
な
役
割
を
果

た
し
、
議
員
は
、「
一
部

団
体
や
地
域
の
代
表
者
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
」

「
村
民
全
体
の
代
表
者
と

し
て
、
そ
の
倫
理
性
を
常

に
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
明
記
し
て
い
ま

す
。（報

告
者　

古
畑
昌
夫
）

地方自治発展のため地方自治発展のため
建設的な役割果たす建設的な役割果たす
議会基本条例制定から６年議会基本条例制定から６年
議会運営委員会議会運営委員会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

定
例
議
会
の
運
営
に
関
す

る
事
項
を
審
議
す
る
と
と

も
に
、
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
い
て
一
般
質
問
の
新

た
な
ル
ー
ル
や
議
員
研
修
、

議
員
と
語
る
会
な
ど
、
議

会
全
般
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
必
要
に
応
じ
て
審
議

し
て
き
ま
し
た
。

誤
解
招
く
チ
ラ
シ
の
対
応

　

こ
の
間
、
一
議
員
が
新

聞
に
折
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ

の
中
に
、
議
会
の
在
り
方
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多目的ホールイメージ多目的ホールイメージ

新庁舎全景イメージ新庁舎全景イメージ

■Ｑ
基
本
方
針
に
木
質
化

庁
舎
に
す
る
旨
の
記
載
が

あ
る
。
木
材
使
用
量
１
８

０
㎥
で
、
方
針
に
沿
っ
た

庁
舎
は
可
能
な
の
か
。

■Ａ
主
体
構
造
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る

が
、
壁
な
ど
の
内
装
材
に

木
材
を
使
用
し
て
建
設
す

る
こ
と
を
「
木
質
化
」
と

表
現
し
て
い
る
。
多
目
的

ホ
ー
ル
で
は
、
木
を
使
用

す
る
部
分
が
室
内
面
積
の

約
５
割
を
占
め
る
計
画
。

■Ｑ
多
目
的
ホ
ー
ル
の
位

置
が
正
面
玄
関
か
ら
一
番

奥
に
あ
り
、
北
側
は
土
手

で
あ
る
。
正
面
玄
関
、
駐

車
場
側
で
あ
れ
ば
、
屋
外

と
一
体
的
な
使
用
も
可
能

と
な
り
、
使
用
方
法
が
広

が
る
の
で
は
な
い
か
。
位

置
を
変
更
す
る
考
え
は
な

い
か
。　

■Ａ
複
合
施
設
と
し
て
、

屋
外
と
の
一
体
的
な
使
用

鈴木　　武 議員

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

は
大
切
だ
が
、
各
団
体
か

ら
意
見
を
聴
取
し
、
配

置
計
画
を
進
め
る
中
で
、

ニ
ー
ズ
が
無
か
っ
た
。
基

本
的
な
配
置
に
つ
い
て
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

■Ｑ
多
く
の
村
民
が
、
集

ま
る
こ
と
を
想
定
す
れ

ば
、
避
難
経
路
の
確
保
は

重
要
で
あ
る
。
駐
車
場
等

広
い
屋
外
に
隣
接
し
た
場

所
、
使
用
中
の
音
の
影
響

を
受
け
に
く
い
等
を
考
慮

し
、
オ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン
か

ら
も
遠
く
な
る
正
面
玄
関

左
側
が
最
適
と
思
う
が
。

■Ａ
建
築
基
準
法
、
消
防

法
に
照
ら
し
合
わ
せ
避
難

計
画
を
立
て
、
又
、
遮
音

性
も
含
め
設
計
に
反
映
し

て
い
る
。

■Ｑ
「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
」

の
よ
う
に
世
代
を
限
定
す

る
名
称
を
避
け
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
名
称
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

■Ａ
名
称
は
、
決
定
で
は

な
い
。
子
育
て
に
関
す
る

場
所
と
し
て
「
キ
ッ
ズ

一　

般　

質　

問

ル
ー
ム
」
と
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
の

名
称
は
親
し
み
や
す
さ
分

か
り
や
す
さ
を
考
え
決
め

て
い
く
。
名
称
は
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
名
称
を

変
え
る
な
ど
し
て
活
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

■意見
庁
舎
建
設
は
、
高

額
な
血
税
を
投
下
す
る
事

業
で
あ
る
。
慎
重
を
期
す

こ
と
は
大
事
で
あ
る
が
、

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い

庁
舎
づ
く
り
を
念
頭
に
、

財
源
の
活
用
を
切
望
す
る
。

又
、
現
庁
舎
と
周
辺
の
在

り
方
を
、
村
民
は
勿
論
の

こ
と
、
周
辺
住
民
の
意
向

を
尊
重
し
、
早
期
に
示
す

こ
と
を
強
く
望
む
。

多目的ホールの位置は変更可能か
計画位置で進めたい
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■Ｑ
今
年
３
月
30
日
長
野

地
方
裁
判
所
に
於
い
て
、

住
民
訴
訟
の
３
回
目
の
公

判
が
開
か
れ
、
そ
の
結
果
、

事
実
関
係
に
争
い
が
な
い

と
し
て
結
審
と
な
り
、
判

決
が
７
月
28
日
に
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
実

関
係
に
争
い
が
な
い
と
言

う
こ
と
は
、
村
長
は
原
告

の
主
張
を
全
て
認
め
る
と

言
う
こ
と
か
。

■Ａ
昨
年
８
月
、
村
民
よ

り
提
訴
さ
れ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
３
回
目
の
口

頭
弁
論
が
終
了
し
、
判
決

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
の
で

答
弁
は
控
え
る
。

■Ｑ
こ
の
裁
判
は
３
月
30

日
の
公
判
で
、
事
実
関
係

に
争
い
が
な
い
と
し
て
結

審
し
て
い
る
の
に
そ
れ
に

つ
い
て
答
弁
出
来
な
い
理

由
は
。

細田　光一 議員

■Ａ
裁
判
は
結
審
し
て
も

判
決
が
出
て
い
な
い
の
で
、

答
弁
は
控
え
る
。

■Ｑ
公
判
の
過
程
の
中

で
原
告
の
主
張
に
対
し

て
、
争
い
が
一
切
な
い
と

い
う
こ
と
は
原
告
の
主
張

を
全
て
認
め
る
こ
と
に
な

る
。
被
告
側
の
弁
護
士
も

覚
書
の
効
力
は
否
定
さ
れ

て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の

か
。
こ
の
住
民
訴
訟
は
Ｔ

ｏ
ｐ　

Ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
を

被
告
と
し
た
境
界
確
定
訴

訟
で
は
、
覚
書
の
効
力
は

否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
の

訴
訟
だ
。
事
実
関
係
に
争

い
が
な
い
と
言
う
こ
と
は
、

訴
え
の
通
り
で
間
違
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。

■Ａ
３
回
目
の
口
頭
弁
論

で
は
答
弁
書
、
準
備
書
面

に
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
主
張

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
を
受
け
て
裁
判
所
の

方
で
結
審
し
た
も
の
で
あ

り
、「
事
実
関
係
に
争
い

が
な
い
」
な
ど
と
述
べ
て

い
な
い
。

■Ｑ
原
告
の
弁
護
士
よ
り

原
告
に
期
日
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
第
３
回

口
頭
弁
論
の
報
告
書
の
備

考
欄
に
「
事
実
関
係
に
争

い
が
な
い
と
し
て
結
審
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
場
で
結
審
に
至
っ
た
経

過
に
つ
い
て
論
じ
て
も
意

味
を
持
た
な
い
が
、
７
月

28
日
に
は
判
決
が
出
る
の

で
、
そ
の
結
果
を
村
長
は

村
民
に
対
し
て
分
か
り
や

す
く
、
か
つ
丁
寧
に
説
明

責
任
を
果
す
べ
き
。

■Ａ
個
人
と
し
て
訴
え
ら

れ
、
費
用
も
個
人
で
対
応

し
て
お
り
、
説
明
の
必
要

な
い
と
考
え
る
。

一　

般　

質　

問

貴舟村長貴舟村長

根羽村「大桑の森」を視察（５月13日）根羽村「大桑の森」を視察（５月13日）

昨年提訴された住民訴訟について
判決が出ていないので答弁は控える
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商業施設の看板が並ぶ国道沿い商業施設の看板が並ぶ国道沿い

親子で安全に過ごせる　スポーツ公園親子で安全に過ごせる　スポーツ公園

■Ｑ
大
桑
村
に
『
人
が
集

ま
る
現
象
』
が
見
ら
れ
る
。

２
店
舗
進
出
に
加
え
、
更

に
大
型
雑
貨
店
が
、
近
傍

に
進
出
す
る
と
聞
く
。
実

現
す
れ
ば
、
郡
内
に
は
な

い
、
異
業
種
３
大
店
舗
が

構
成
す
る
商
業
地
区
が
出

現
す
る
。
子
育
て
か
ら
教

育
、
医
療
、
福
祉
の
施
策

充
実
が
重
な
れ
ば
、『
住

む
な
ら
大
桑
村
』
と
な
る
。

対
策
に
よ
り
、
住
宅
・
宅

地
の
所
要
増
、
人
口
増
も

期
待
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
、
既
存
店
舗
の
存
続
施

策
も
求
め
ら
れ
る
。
今
後

の
展
望
と
村
づ
く
り
を
ど

う
す
る
の
か
。

■Ａ
実
現
す
れ
ば
、
生
活

必
需
品
が
揃
い
、
村
の
利

便
性
は
、
更
に
向
上
す
る
。

反
面
、
一
部
の
地
域
に
集

中
し
、
地
域
間
に
偏
り
が

水野　　進 議員

生
じ
、
既
存
店
舗
へ
の
悪

影
響
の
懸
念
も
あ
る
。
し

か
し
、
生
活
基
盤
や
環
境

整
備
が
整
い
、
大
桑
村
全

般
の
住
み
易
さ
が
向
上
す

れ
ば
、
定
住
化
促
進
も
期

待
で
き
る
。
対
応
施
策
を

講
じ
た
い
。

■意見
３
地
区
均
等
の
重

視
は
行
政
と
し
て
当
然
と

思
う
。
し
か
し
、
店
舗
進

出
は
、
経
営
判
断
に
基
づ

く
。
行
政
は
、
こ
こ
か
ら

生
ず
る
効
果
を
、
村
全
体

に
広
げ
る
施
策
を
取
る
こ

と
が
現
実
的
と
思
う
。

■Ｑ
環
境
好
転
に
伴
う
人

口
増
対
策
と
し
て
は
、
村

内
外
の
若
年
世
帯
の
定

着
・
受
入
れ
、
生
活
面
で

の
安
全
・
利
便
性
確
保
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
の
対
応
は
。

■Ａ
３
地
区
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
で
き
る
こ
と
を

念
頭
に
、
必
要
な
調
整
や

連
携
を
し
な
が
ら
、
村
づ

く
り
を
進
め
た
い
。
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
、

大
桑
村
で
生
活
で
き
る
環

一　

般　

質　

問

境
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く

し
た
い
。

■意見
極
度
の
バ
ラ
ン
ス

重
視
は
、
全
体
の
発
展
を

阻
害
す
る
こ
と
も
あ
る
。

案
件
ご
と
、
集
中
と
分

散
・
均
衡
の
妥
当
性
を
検

討
し
進
め
て
頂
き
た
い
。

■Ｑ
今
後
の
宅
地
・
住
宅

整
備
の
進
め
方
は
。

■Ａ
今
年
度
、
村
内
４
か

所
で
、
宅
地
整
備
適
地
調

査
を
進
め
る
。
ま
た
、
県

知
事
と
の
懇
談
で
、
特
例

措
置
と
し
て
圃
場
整
備
箇

所
を
宅
地
化
で
き
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

■Ｑ
新
た
な
大
型
雑
貨
店

進
出
に
対
す
る
優
先
的
対

策
は
何
か
。

■Ａ
国
道
の
交
通
安
全
対

策
で
あ
る
。

これからの活性化施策は　
生活環境整備に全力を注ぐ
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■Ｑ
高
校
の
「
学
び
の
改

革
基
本
構
想
」
と
は
。　

■Ａ
県
教
委
が
、
激
変
す

る
社
会
・
少
子
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
主
体
的
に
生

き
る
力
を
養
う
教
育
を
め

ざ
し
、
都
市
部
と
中
山
間

地
で
異
な
る
再
編
基
準
を

示
し
た
も
の
だ
。

■Ｑ
木
曽
の
高
校
の
存
立

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

■Ａ
「
都
市
部
存
立
校
」

と
「
中
山
間
地
存
立
校
」

で
異
な
る
再
編
基
準
を
設

け
、
蘇
南
高
校
は
「
中
山

間
地
存
立
特
定
校
」
と
し

て
、
当
面
は
存
続
す
る
。

■Ｑ
構
想
で
は
、
都
市
部

で
も
中
山
間
地
で
も
生
徒

数
や
学
級
数
に
応
じ
て
、

自
動
的
に
再
編
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
木

古畑　昌夫 議員

曽
は
少
人
数
学
級
の
実
現

を
県
に
求
め
て
い
る
か
。

■Ａ
木
曽
の
教
育
７
団
体

で
要
望
し
て
い
る
。

■Ｑ
全
国
で
は
、
か
な
り

少
人
数
学
級
を
導
入
し
て

い
る
が
、
県
の
基
本
構
想

は
40
人
学
級
を
前
提
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

■Ａ
そ
の
よ
う
に
思
う
。

■Ｑ
小
中
学
校
で
は
少
人

数
学
級
を
実
施
し
て
お
り
、

高
校
で
も
実
現
す
る
よ
う

求
め
る
必
要
が
あ
る
。

■Ａ
地
域
の
事
情
を
県
に

求
め
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
信
毎
社
説
（
４
月
１

日
）
で
も
「
性
急
に
事
を

進
め
て
は
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
住
民
懇

談
会
な
ど
に
向
け
て
、
丁

寧
な
説
明
を
求
め
た
い
。

郡
外
の
高
校
へ
の
進
学
と

通
学
補
助
は
ど
う
か
。

■Ａ
昨
年
３
月
は
６
人
、

29
年
は
２
人
、
私
立
高
校

へ
今
年
度
か
ら
保
護
者
に

２
万
円
を
補
助
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

■Ｑ
大
桑
村
は
、
１
９
８

５
年
に
「
非
核
平
和
の
村

宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
。

長
野
県
の
全
市
町
村
長
と

県
知
事
も
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
に
賛
同
し
て

い
る
。
村
長
の
思
い
は
。

■Ａ
28
年
９
月
に
賛
同
し

た
。
被
爆
者
の
思
い
に
心

を
寄
せ
、「
二
度
と
戦
争

を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

思
い
賛
同
し
た
。

■Ｑ
国
連
で
核
兵
器
禁
止

条
約
が
締
結
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
日
本
は
交

渉
に
参
加
し
て
い
な
い
。

■Ａ
被
爆
国
と
し
て
、
日

本
も
交
渉
に
参
加
す
べ
き

と
思
う
。

一　

般　

質　

問

第９回蒼陵祭（木曽青峰高校７月15日）第９回蒼陵祭（木曽青峰高校７月15日）

核兵器廃絶平和の村宣言を報じた広報おおくわ（昭和60年８月）核兵器廃絶平和の村宣言を報じた広報おおくわ（昭和60年８月）

高校にも少人数学級の実現を　
地域の事情を県に求めて行きたい



12おおくわ議会だより　第149号おおくわ議会だより　第149号　　

　

村
議
会
で
は
、
議
案
の
審
議
の
内
容
や
議
会
改
革
の

取
り
組
み
な
ど
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
も
ら
い
、
又
、

議
会
運
営
や
議
員
活
動
に
対
す
る
意
見
を
伺
っ
て
、
今

後
の
議
会
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
25
年
度
か
ら
議
員
と
語
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
４
月
に
３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
総
務
社
会

常
任
委
員
会
、
経
済
建
設

常
任
委
員
会
の
各
委
員
長

か
ら
、
３
月
議
会
で
の
新

年
度
予
算
審
議
の
内
容
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、

そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

報
告
会
で
出
さ
れ
た
質

問
や
意
見
、
要
望
は
、
後

日
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議

会
に
お
い
て
議
題
と
し
、

委
員
会
に
振
り
分
け
て
検

討
す
る
も
の
、
行
政
へ
届

け
る
も
の
な
ど
の
対
応
を

検
討
し
ま
し
た
。
又
、
５

▼
野
尻
地
区
館

・
阿
寺
渓
谷
で
収
入
を
得

る
方
策
を
。

・
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
立
派
す
ぎ
る
の

で
は
。
無
駄
な
所
へ
予

議
会
報
告
会
を
開
催

議
会
報
告
会
を
開
催
【開催日・参加者】

野尻地区館
　４月18日㈫
　参加者　11人

須原地区館
　４月20日㈭
　参加者　３人

中央公民館
　４月24日㈪
　参加者　２人

算
を
か
け
な
い
よ
う
、

議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
て
い

る
か
。

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
も
っ
と
予
算
を
か

け
る
べ
き
。

・
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

使
用
方
法
が
変
わ
っ
た

と
聞
い
た
が
、
子
ど
も

の
活
動
が
困
ら
な
い
か
。

・
議
員
と
住
民
の
距
離
が

遠
い
と
感
じ
る
。

・
村
有
林
の
住
民
監
査
請

求
に
関
し
て
、
住
民
訴

訟
と
な
っ
て
い
る
。
村

の
財
産
を
守
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
大
事
な
仕

事
だ
。

▼
須
原
地
区
館

・
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
工
事
完
成
後
い

つ
か
ら
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
周
知
さ
れ

な
か
っ
た
。

・
橋
場
の
岩
出
観
音
の
ト

イ
レ
も
含
め
、
公
衆
ト

イ
レ
の
表
示
が
な
い
。

・
旧
中
山
道
を
歩
く
人
が

増
え
た
が
、
案
内
板
が

な
い
。
総
合
的
な
表
示

を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ

い
て
、
利
用
方
法
が
変

わ
る
な
ら
事
前
に
説
明

し
て
ほ
し
い
。

・
村
内
製
造
企
業
が
他
へ

移
転
し
な
い
よ
う
働
き

か
け
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
中
央
公
民
館

・
古
着
回
収
方
法
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
助
か
る

事
業
だ
。

・
議
会
報
告
会
へ
の
参
加

正副議長が村長と懇談正副議長が村長と懇談
住民意見届ける（５月10日）住民意見届ける（５月10日）

月
10
日
、
正
副
議
長
が
村

長
と
懇
談
し
、
報
告
会
で

出
た
意
見
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
各
委
員
会
ご

と
に
検
討
し
、
議
会
活
動

へ
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

者
が
少
な
く
て
残
念
だ
。

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
開
催

し
た
ら
ど
う
か
。

・
大
桑
橋
工
事
の
関
係
で

移
転
が
決
ま
っ
て
い
る

方
へ
の
対
応
は
進
ん
で

い
る
か
。

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

主
な
質
問
・
意
見

・
村
の
財
政
は
大
丈
夫
な

の
か
。

・
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
の

進
捗
状
況
は
。
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議会活動日誌
３月　活動内容

 3日 ３月定例会
 6日 ３月定例会
 7日 議会運営委員会
13日 ３月定例会

議会報編集特別委員会
14日 総務社会常任委員会
15日 ３月定例会
16日 大桑中学校卒業式
18日 大桑小学校卒業式
22日 大桑保育園卒園式
24日 大桑村健康増進対策推進

協議会
26日 村消防団退団任命式
27日 社協理事会・評議員会
28日 全員協議会

３月定例会
４月　活動内容

 4日 大桑保育園入園式
 5日 大桑小学校入学式

大桑中学校入学式
11日 郡議長会
12日 議会報編集特別委員会

15日 国道ごみ拾い
16日 消防団春季総合演習
18日 議員と語る会議会報告会

（野尻地区館）
19日
20日

議会報編集特別委員会
議員と語る会議会報告会
（須原地区館）

21日
24日

ＪＡ木曽大桑支所総集会
議員と語る会議会報告会
 （中央公民館）
５月　活動内容

 1日 全員協議会
 2日 川上村植樹祭
12日 郡議長会
13日 根羽村植樹祭
14日 木曽郡少年相撲大会
15日 村歓送迎会
16日 村木造住宅推進協議会

総会
17日 木曽地域交通網対策協議

会総会
19日 広域議会福祉環境委員会

広域議会運営委員会
庁舎特別委員会

20日 村植樹祭
村交通安全協会総会

22日 全国森林環境税創設促進
議員連盟正副会長会議
 （～23日・東京）

24日
村観光協会通常総会
社協理事会

25日 全国治水砂防協会総会
 （東京）
木曽南部森林組合総代会

26日 村商工会総会
27日 大桑小学校運動会
30日 広域議会第２回定例会

県消防ヘリ墜落事故殉職
者合同追悼式

31日 全国正副議長研修
 （～６/１日・東京）
６月　活動内容

 2日 県町村議会議長会臨時総
会（長野市）

 3日 村ポンプ操法訓練大会
 5日 議会運営委員会
 6日 総務社会常任委員会
 7日 村建設事業協会行政懇談

会
 9日 郡防犯協会総会

建
設
事
業
関
係
の
補
助
金
が
減
額

平
成
29
年
度
事
業
に
影
響

行
政
報
告

平
成
28
年
度
決
算
速
報

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計

の
実
質
収
支
は
、
９
８
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
で

シ
ス
テ
ム
誤
り

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
務

で
シ
ス
テ
ム
誤
り
が
見
つ

か
っ
た
。
一
部
の
被
保
険

者
の
保
険
料
均
等
割
り
部

分
の
軽
減
判
定
が
誤
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
も
の
。

　

県
内
で
、
66
市
町
村
、

８
７
９
件
に
影
響
。
当
村

の
影
響
件
数
は
２
件
。
被

保
険
者
に
説
明
し
処
理
し

た
。

庁
舎
建
設
事
業
進
捗
状
況

　

12
月
定
例
会
以
降
、
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
２
回
、

庁
内
検
討
委
員
会
２
回
、

議
会
特
別
委
員
会
１
回
を

開
催
し
、
設
計
概
要
の
説

明
を
受
け
検
討
。
修
正
を

重
ね
て
３
月
30
日
に
基
本

設
計
が
完
成
し
た
。
こ
れ

に
沿
っ
て
、
平
成
32
年
度

着
工
を
目
指
す
。

医
師
確
保
要
望
活
動

　

４
月
25
日
、
医
師
確
保

等
に
つ
い
て
、
郡
町
村
長

が
県
町
村
会
な
ど
に
次
の

要
望
を
行
っ
た
。

①
専
門
医
師
の
確
保
。

②
新
専
門
医
研
修
制
度
へ

　

の
地
域
研
修
の
制
度
化
。

③
第
７
次
県
保
健
医
療
計

　

画
で
は
実
情
に
合
わ
せ

　

た
地
域
医
療
の
確
保
。

国
・
県
に
対
す
る
提
案
、

要
望
事
項

①
太
陽
光
発
電
施
設
設
置

に
係
る
許
可
基
準
の
厳

格
化
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
整
備
。

②
県
森
林
づ
く
り
県
民
税

の
継
続
及
び
同
財
源
に

よ
る
森
林
整
備
補
助
事

業
に
関
す
る
制
度
改
正
。

③
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
要
望
額
の
満
額

確
保
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
は
、
国
土
交
通
省
が
、

成
長
力
強
化
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
に

配
分
す
る
交
付
金
。
近

年
、
交
付
額
が
大
幅
に
減

額
。
本
年
度
、
村
で
も
要

望
額
に
対
し
、
村
道
拡
幅

工
事
、
落
石
対
策
工
事
は

約
30
％
、
大
桑
橋
整
備
事

業
は
73
％
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
工
事
は
約
80
％
の

交
付
額
と
な
っ
て
い
る
。

国
直
轄
砂
防
事
業
が
決
定

　

国
直
轄
事
業

・
越
百
第
３
砂
防
堰
堤

　

 

８
億
６
０
０
万
円

・
下
在
砂
防
堰
堤
工
群　

　

 

１
億
３
９
０
０
万
円

・
細
久
保
砂
防

　

 

８
千
２
０
０
万
円

・
太
田
第
１
砂
防
堰
堤

　

 

１
億
４
５
０
０
万
円

・
猿
沢
第
１
砂
防

　

 

８
０
０
万
円



手話教室
手で思いを伝える
　―覚えてみませんか？

介紹サークル 第14回

　話をする機会はあまりありませんが、色々
な所で交流があり、出掛けています。和気あ
いあいで楽しいですよ。
　ジェスチャーに近い手話もあり、なるほど
と思う手話もあり、歌でも楽しめます。
　しりとりやゲームなどもして覚えていきま
す。繰り返しやっているので、初めての方、
いつからでも始められます。身構えることな
く、ざっくばらんで楽しい教室です。
　クリスマス会も行いますので、子どもさん

も大歓迎ですが、小学６年生までは親子でと
いうのが条件です。
　中学生の方は、親に送迎をお願いしたいと
思います。
　とりあえず、一度お試し体験してみません
か？ずくを出して。
　月に一度しかありませんので、ぜひ参加し
てみて下さい。
　教室の仲間とお待ちしています。
� （代表　大畑まほ子）

議
会
報
編
集
特
別
委
員

委  

員  

長
　
木
戸
　
勘
一

副
委
員
長
　
瓜
尾
美
佐
子

委
　
　
員
　
沼
　
　
友
行

　
　
　
　
　
水
野
　
　
進

　
　
　
　
　
大
前
今
朝
男

▼
六
段
の
滝

　
大
桑
村
の
名
所
、
阿
寺

渓
谷
に
は
い
く
つ
か
の
滝

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
滝
の

な
か
で
も
私
が
一
番
好
き

な
滝
は
、
六
段
の
滝
で
す
。

こ
の
滝
は
、
吊
り
橋
を
渡

り
、
遊
歩
道
を
歩
い
て
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
写
真
は
、
道
路

の
脇
か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

阿
寺
渓
谷
の
滝
の
な
か
で

も
有
名
な
滝
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
阿
寺
渓

谷
で
は
他
に
も
美
し
い
景

色
が
見
ら
れ
る
場
所
が
数

多
く
あ
り
、
年
中
移
り
変

わ
る
四
季
を
楽
し
む
こ
と

表
紙
撮
影
　
　
細
田
博
昭
さ
ん
（
野
尻
旭
町
）

フォ
ト
ファ
イ
ル

村への思い ２

ＡＬＴ　ジョンソン ニルス クリスチャンさん
　大桑村に初めて来たとき、自
然の美しさと親切な人々に驚き
ました。中山道に立ち並ぶ歴史ある建築物
が、そびえ立つ山々や流れる川を美しく引
き立てています。
　小さな村ですが、楽しみ方は驚くほどた
くさんあります。週末には村を見下ろす中
央アルプスへハイキングに出かけることが
好きです。伊奈川渓谷の急斜面や阿寺渓谷
の澄んだ水も素晴らしい日帰りハイキング
スポットです。あてら荘のくつろげる温泉
で疲れた足を休ませるのがいつも楽しみで
す。
　大桑村は地域の絆が強く、山村社会のあ
るべき姿を守ろうと一人一人が真摯に取り
組んでいます。又、村や地域の方々が子ど
もたちのために、地域の財産や知識を伝
える献身的な尽力は素晴らしいことです。

（アメリカ カリフォルニア州出身）

大桑村には驚くほどたくさんの
楽しみ方があります

が
で
き
ま
す
。
今
の
時
期

は
新
緑
が
美
し
く
、
澄
ん

だ
川
の
水
に
緑
が
映
え
て

と
て
も
綺
麗
で
す
。
是
非
、

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

発
行

／
大

桑
村

議
会

　
議

会
報

編
集

特
別

委
員

会
　

　
　

399-5503 長
野

県
木

曽
郡

大
桑

村
大

字
長

野
2778　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
HP  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社

 「
お

お
く

わ
議

会
だ

よ
り

」
は

環
境

に
優

し
い

再
生

紙
と

ベ
ジ

タ
ブ

ル
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
平
成
29年

７
月
27日

発
行

く わ
お
お

第
149

号
議
会
だ
よ
り


